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1．研究目的

　エ ア ロ ゾル 中の炭素成分を定量することは，エ ア ロ ゾル の 気候影響を評価する上 で ，不 可欠で ある，本研

究室ではこ れ まで燃焼法により炭素成分 の 分析を行っ てきたが， 大気 中に含まれる炭素成分の 濃度が低い

場合，また，航空機観測や実験の 性質上，短時間しか サン プリン グできない 揚合，従来の 分析シ ス テ ム で は ，

感度不足 の ため定量できなか っ た．そ こ で ， 低濃度の サ ン プル でも測定で きるようにするため シス テ ム を変更

し， 感度を上げること， および定量限界を下げることを9 的とした．

2．方法

（1）試 ：ガ ス の 　　 の 　加 ：検出器に 送る試料ガス （試料を

　 燃焼させ るこ とによっ て 発生するガ ス ）の 体積を4ml から

　 40ml に増やした．

（2）ΩΩ躍 鐘：試料ガス の体積を増やすこ とで ， 分析する

　 CO2 の 体積も増加する，そ の ため，検出器 へ の 導入に時

　 間がかかりピー
クが広がっ て しまう．そこ で ， CO2を濃縮し，

　 鋭い ピー
クとして検出する．

（3）塑 蠻製 ：ガス の 精製を行うことにより， ガス の汚れ によ

　 るブラン クを抑えた．

（4）低
’
　　 シ ス テ ム と

t

　 の 　 シ ス テ ム の 　立：低濃

　 度の サ ン プ ル を分析で きる シ ス テ ム を組 む と同時 に ，簡

　 便 で 短時間 に行 うこ とができる従来 の シ ス テム も残し， そ

　 の 両方を行えるようにした．

3 ．結果および考察

　ブドウ糖標準溶液に よる検量線を図 3に 示す ．二 っ の検量

線を比較す るため に ，
ピーク高 さはある基準高さとの 比 で 表

して い る．感度 （検量線の傾き）を ， シ ス テム 変更前と比 較す

ると， 約30 倍程度 向上したこ とがわか っ た。感度が上がっ た

要因として は ，分析する試 料ガ ス の 体積を増やし，さらに濃

縮す るこ とで ， 多量 の 試料 ガ ス をごく短時間に検出器 に送り

出せるようになり，高く鋭い ピークが得られた ことが考えられる．

また ，
シ ス テ ム 変更後の 定量下 限値 ・（ブラン ク値の 標準偏差

の 10 倍とした）は，変更前の データ不足 により正確な比較は

で きない が ， 炭素量にして 0 ．5 μ gとなっ た．定量限界をさら

に下げるに は ，ブラン クの 値と分析値 の ぱらつ きをより抑える

こ とが必 要と思われる．

4 ．今後の 課題

　ブラン クが 出る原因は，試料が燃焼されその 燃焼ガ ス の
一

部 が カ ラム に導入 されるまで に 汚染されて い るた め と考えら

れる．今後 ， そ の 汚染 の 原因を突き止 め可能な限 り除去する

ことが必 要である．さらに，メタナイザーの 変換効率と，濃縮

装置 の 回 収率，濃縮条件などを再 度見直し， 分析値 の ばら

つ きの 原因になっ て いない か を確認することが 必 要で ある，
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図 1　 シ ス テ ム概略図 （変更前）
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図 2　 シ ス テ ム 概略図 （変更後）
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図 3 感度 （検量線の傾き）の 比 較
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